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ＶＯＬ．74 
 

今年も 

残りわずかと 

なってきましたね。 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

＜平成２３年度 時間外時間数＞ 
      （病院、上下水道局除く） 

年間時間外時間数 人数 

２００～３００時間 270 

３００～４００時間 154 

４００～５００時間 48 

５００～６００時間 21 

６００～７００時間 6 

７００～８００時間 2 

８００時間以上 2 

 

＜下水道管清掃業務の実態＞ 

自治体名 事業者 

池田市 民間委託 

茨木市 民間委託 

箕面市 民間委託 

吹田市 民間委託 

摂津市 民間委託 

高槻市 民間委託 

箕面市 民間委託 

豊中市 直営 

 

徹底した原因究明と 

防止策の構築が必要

ではないでしょうか？ 

他市と同様、様々なメリットを活かすため、  

豊中市でも民間委託を実施すべきです！！ 

疑問１・・・市が支出している残業代（時間外手当）の総額はいくらか？ 

疑問２・・・昨年度の市職員の残業実態は表のとおりだが、 

         職員の残業状況の推移はどうなっているのか？ 

疑問３・・・長時間の残業をする職員が存在する原因は何なのか？ 

      ①職員定数の減少？ 

      ②市民ニーズの多様化・複雑化に伴う業務量の増加？ 

      ③人事配置の問題？ 

      ④管理職の管理体制に問題？ 

      ⑤個人の能力？ 

      ⑥個人の意識？ 

疑問４・・・残業手当を目当てに、残業している職員はいないのか？ 

疑問５・・・残業をする職員を減少させる（時間外手当総額を抑制する） 

         ためにどのような取組みを実施し、効果は出ているのか？ 

疑問１・・・下水道管の清掃業務に何人の公務員を配置しているのか？ 

疑問２・・・下水道管の清掃業務にかかる総経費は？ 

疑問３・・・清掃業務を直営で行うメリットは？ 

疑問４・・・近隣自治体では、民間事業者に委託しているが、 

       何故、豊中市だけが未だに直営で事業を実施しているのか？ 
 

（他市が民間委託を導入、実施している理由） 
・業務運営の効率化（経費の節減）  ・休日、祝日の即時対応が可能 

・高度かつ専門技術を持った従業員がいる 

・清掃困難な現場でも対応可能  ・当初から民間委託で比較が出来ない 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス 

young_spiritjp@yahoo.co.jp 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

毎年、市議会では常任委員会や特別委員会の視察が実施されています。税金で行っている以上、市民の

方々にご報告する義務があるとの思いで、概要ではありますが、視察報告をさせて頂いています！！ 

～立法機関たる議会のあるべき姿とは～ 

『議員提案条例について』 
＜福岡県福岡市議会＞ 

議員提案条例とは、議員が政策を提案するために議会へ

提出した条例、いわゆる政策条例のことです。 

【議員提案条例のメリット】 

 行政の縦割りの弊害を回避できる 
行 政 で は 所 管 部 局 が ま た が る 際 に 、 な か な か 制 定     

されにくい条例が制定し易い。 
 

 条例制定へのスピード感 
緊急に対応しなければならない案件に対し、議員提案の方

が成立し易い。 

～議会の活性化のために～ 

『議会基本条例について』 

＜福岡県大牟田市議会＞ 

監視機能や政策形成能力を高めるなど議会機能の   

向上を図り、市民の多様な声をより多く市政に反映し、 

結果として豊かなまちづくりにつなげることを目的として、

昨年２月１日に『議会基本条例』が施行されました。 

【条例制定の効果】 

 定期的な議会報告会の開催 
市民ニーズの把握、市民の声の反映、議会や議員に  

関する広報機会となります。 
 

 委員間討議の実施 
議会の審議は、 議員が行政職員に対し質問をし、    

行政職員が答えると言う形しかありません。しかし、議会

として、より深い議論、突き詰めた議論をするためには 

議員同士が意見をぶつけ合う機会が必要です。 
 

 市長や理事者に対して反問権の付与 
議員の質問が曖昧だったり、論理矛盾を起こしていたり、

稚拙だったり、知識不足(不勉強)だったりした場合、   

市長はじめ行政職員が逆に質問を投げかけたり、議員の

意見に対し反論できるようにすることで、議論の活性化や

更なる緊張感に繋がります。 

 豊中市議会も真の立法機関たる議会となるよう、 

課題や問題の解決とともに、意欲的に条例提案を 

考えていかなければならないと痛感しました。 

 単なる理念条例や議会のパフォーマンスであれば、

全く意味がありません。具体的なルールや制度を 

実現するために「議会基本条例」の制定は有益です。 

～ごみ減量・分別収集の効果的手段とは～ 
＜東京都八王子市＞ 

八王子市は、平成１８年度と比較して約１６,０００t のごみの

削減、約４,０００t の最終処分量の削減を達成しています。 

【主な実践事例】 

 排出者責任の追求 
八王子市の指定ごみ袋は、４０ℓ袋一枚が７５円！！ 
ごみ減量化を取り組む度合いで、個々の自己負担が   

異なるという公平性の確保、市民の環境意識の向上などに

繋がっています。 
 

 戸別収集の思わぬメリット 

八王子市は戸別収集を徹底する ことで、世帯ごとの    

ごみ分別状況を明確化し、排出者としての責任意識、   

モラル向上につなげています。 
 

 脱単純労務職 
八王子市で は、 公務員で しかできな い業務以外は、    

民間活力をできる限り活用するとの考えのもと、ごみ収集

業務の委託化を進めています。 

豊中市議会 １２月定例会の予定 

   ◆本会議（初日） １１月３０日（金） 午後１時から 

   ◆各常任委員会 午前１０時から 

        １２月５日（水）～７日（金） １１日（火）  

   ◆本会議（個人質問） 午前１０時から 

        １２月１９日（水）、２０日（木）、２１日（金）  

 ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 


